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令和5年度津波避難訓練 アンケート集計結果 

※回答項目で未記入のものは、「その他」に含まれています。 

 

１ 対象者 

652名 ※津波避難施設・場所に避難した一般参加者（地域住民、事業所従業員他） 

２ 回収件数 

369枚  

３ 回収率 

約５６％  

４ 集計結果 

 以下のとおり 

(1) 訓練の開始時間（9時 45分） 

 

(2) 参加区分 

  

【参考】 

その他(1.4%) 

・夜間も行ってほしい 

・毎回変えた方がよい 

など 

【参考】 

その他(2.2%) 

・見学 

・消防団員 

・防犯実動隊 

・民生委員 

など 
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(3) 参加年代 

 

(4) 訓練の際に津波・避難情報の入手方法（複数回答可） 

 
(5) 避難方法 
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(6) 車で避難した理由（上記５で車と回答した方のみ対象） 

 

(7) 避難に要した時間（準備時間も含む） 

 

(8) 普段（平時）から大津波警報が発表された時の避難場所・避難経路を決めているか 

 

【参考】 

その他(23.1%) 

・家族を乗せるため 

・会長として 
避難ビルの開場 

・歩くより楽 

・用務ありのため 

・両膝が良くない 

など 
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(9) 意見・感想 

（避難方法関係） 
 避難場所は実際の避難場所が良い。各説明会では四郎丸小学校、袋原中学校が避難指定場所となって
いる 

 東四郎丸小学校は津波浸水地域になり自宅より海側に避難するのには少し抵抗があった 

 屋上に上がるのが思ったより大変でした。高齢者や障害者はより大変だと思います 

 自力で避難できない人も考えて欲しい 

 各自がどこに避難するかをより自覚する訓練方法を考えてほしい 

（訓練設定関係） 
 津波避難エリアメールの前に地震発生エリアメールも流して欲しい 

 避難場所入り口でアンケートを頂いて終わりだったので、避難場所に到着した後の行動（ヘリコプター
へタオル等を振って助けを求める合図するなど）についてレクチャーがあると良いと思いました。実際
に避難した際は、何もせずとも救助に来てくれるのでしょうか？ 

 各自がどこに避難するかをより自覚する訓練方法を考えてほしい 

 避難時に家の中での準備をしてくることや集合するときの服装等の講話があると良いと思う 

 平日なので、仕事や学校がある為、参加者が少ないのは仕方がないですが、それにしても毎年参加さ
れる方が少なく残念です 

（広報訓練関係） 
 スピーカーの音がはっきりと聞こえづらい 

 想像以上に屋外からのアナウンスが聞き取れた 

（その他関係） 
 避難時の物品をまだ準備していない事が反省点です 

 初めて参加しました。津波の恐ろしさが分かるいい体験だったと思います 

 町内の参加者が少ない 

 定期的にあるといざという時のためになるので、これからも実施して欲しいです 

 いつ起こるかわからない津波等のために今回の訓練に参加して良かった。子供がいて、徒歩での避難
となると早く動きはじめるとより強く思うことができた 


